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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第19期

第３四半期
連結累計期間

第20期
第３四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年１月１日
至 平成24年12月31日

売上高 (千円) 11,360,508 7,589,037 14,642,490

経常利益 (千円) 625,242 196,643 966,717

四半期（当期）純利益 (千円) 2,465,526 84,183 3,205,621

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,520,054 80,722 3,294,228

純資産額 (千円) 6,825,162 7,059,654 7,599,387

総資産額 (千円) 11,976,754 12,496,506 12,598,247

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 285.98 10.26 375.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) - - -

自己資本比率 (％) 56.6 56.5 60.0

　

回次
第19期

第３四半期
連結会計期間

第20期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額（△）

(円) 222.52 △18.09

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行なっております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　

　

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

 3/24



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代を機に長引いていた円高、株安が一服し、景

気の底打感が見られたものの、依然として米国の政府債務問題等の海外景気への不安要因が残り、また長引

くデフレや厳しい雇用情勢等の実体経済の改善が見られないなど、不透明な状況で推移しました。

このような市場環境の下、情報通信・ネットワーク関連製品事業におきましては、前連結会計年度からの

スマートフォンやタブレット端末の急速な普及を背景として、スマートフォン関連分野の販売が堅調に推移

したほか、多機能でありながら簡単に設定可能なネットワークカメラや新規格「11ac」対応の無線ＬＡＮ

ルータ等、当社の技術を駆使した独自製品の開発およびリリースに取り組みました。また、在庫の適正化や

財務体質の改善に加え、固定費の削減等に努めました。しかしながらＰＣ周辺機器関連の需要減少の影響

と、急激な円安の影響による仕入原価の上昇により、売上高、営業利益は前年同四半期を下回りました。

店頭外国為替証拠金取引等事業におきましては、前連結会計年度に行った事業譲渡の後、新しい金融サー

ビス開発投資に注力し、自動売買プログラムによるＦＸシステムトレード「シストレ．ＣＯＭ」の提供を開

始しております。上期は順調に口座数・預り証拠金を伸ばしておりましたが、下期に入り、システムトレー

ド分野の競争激化に伴い新規口座開設数が伸び悩み、また７月以降の外国為替市場の膠着状態の長期化の影

響で顧客の取引量が低調に推移した結果売上高は前年同四半期を下回りました。営業利益は事業開始時の初

期投資負担が大きく赤字となりました。

自動車流通事業におきましては、前連結会計年度に引き続き、事業規模の拡大と利益率の高い小売販売、

自動車整備や自動車保険販売等の付随サービスの提供に注力してまいりました。その結果、売上高、営業利

益ともに前年同四半期を上回りました。

以上により、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高7,589,037千円（前年同四半期

比33.2％減）、営業損失211,987千円（前年同四半期は営業利益855,181千円）、為替差益の計上により経常

利益196,643千円（前年同四半期比68.5％減）、四半期純利益は84,183千円（前年同四半期比96.6％減）と

なりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 情報通信・ネットワーク関連製品事業

当セグメントにおける売上高は3,762,251千円（前年同四半期比44.5％減）、営業利益は81,978千円（前

年同四半期比82.9％減）となりました。

② 店頭外国為替証拠金取引等事業

当セグメントにおける売上高は69,907千円（前年同四半期比96.9％減）、営業損失は491,524千円

（前年同四半期は営業利益137,688千円）となりました。

③ 自動車流通事業

当セグメントにおける売上高は3,686,788千円（前年同四半期比51.4％増）、営業利益は107,660千円（前

年同四半期比45.3％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産、負債、純資産の状況）

①　資産

当第３四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末比101,740千円減の12,496,506千円であ

ります。これは主に現金及び預金、売掛金の減少によるものであります。

②　負債

当第３四半期連結会計期間における負債は、前連結会計年度末比437,991千円増の5,436,851千円となりま

した。これは主に長期借入金の増加によるものであります。

③ 純資産

当第３四半期連結会計期間における純資産は、前連結会計年度末比539,732千円減の7,059,654千円となり

ました。これは主に配当による利益剰余金の減少によるものであります。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、特記すべき重要な事項はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、情報通信・ネットワーク関連製品事業及び店頭外国為替証拠金取引

等事業の販売の実績が著しく減少しております。情報通信・ネットワーク関連製品事業については、前連結

会計年度から続いていたスマートフォン関連分野の大型案件の規模が、第２四半期会計期間に縮小したため

であります。店頭外国為替証拠金取引等事業については、前連結会計年度に連結子会社であった株式会社外

為ジャパン（現　ＰＬＡＮＥＸ　ＴＲＡＤＥ．ＣＯＭ株式会社）の国内ＦＸ事業、及び連結子会社であった

プラネックスコンサルティング株式会社のＦＸシステム事業の譲渡によるものであります。

また、当第３四半期連結累計期間において、自動車流通事業の販売の実績が著しく増加しております。こ

れは、利益率の高い小売販売、自動車整備や自動車保険販売等の付随サービスの提供に注力したことによる

事業規模の拡大によるものであります。

　

(5) 主要な設備

新設により当第３四半期連結累計期間に著しい変動があった設備は、次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の内容
取得価格
（千円）

資金調達方法 取得年月日
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提出会社

賃貸用不動産
（東京都渋谷区）

その他 土地、建物 694,522
自己資金及び

借入金
平成25年3月

賃貸用不動産
（東京都中央区）

その他 土地、建物 1,133,549
自己資金及び

借入金
平成25年3月

賃貸用不動産
（東京都台東区）

その他 土地、建物 844,070
自己資金及び

借入金
平成25年4月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,520,000

計 25,520,000

（注）平成25年５月23日開催の取締役会決議により、平成25年７月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発

行可能株式総数は25,264,800株増加し、25,520,000株となっております。

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,657,500 9,657,500
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 9,657,500 9,657,500 - -

(注)　当社は、平成25年５月23日開催の取締役会決議により、平成25年７月１日付で普通株式１株を100株に分割する

とともに、１単元の株式数を100株とする単元株制度を採用しております。これにより、当社の発行済株式数は

96,575株から9,560,925株増加し、9,657,500株となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円))

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日
（注）

9,560,925 9,657,500 - 2,090,287 - 539,865

（注）平成25年６月30日の株主名簿に記載された株主に対し、所有株式数を１株につき100株の割合をもって分割いた

しました。

　

(6) 【大株主の状況】

　　当四半期連結会計期間は第３四半期連結会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式(自己株式等) - - -

議決権制限株式(その他) - - -

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,562,300

- -

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,095,200 80,952 -

単元未満株式 - - -

発行済株式総数 9,657,500 - -

総株主の議決権 - 80,952 -

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
プラネックスホールディ
ング株式会社

東京都渋谷区恵比寿西二
丁目11番９号

1,562,300 - 1,562,300 16.18

計 - 1,562,300 - 1,562,300 16.18

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人ナカチによる四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。　

第19期連結会計年度　有限責任 あずさ監査法人

第20期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　監査法人ナカチ
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,983,705 2,944,387

売掛金 1,171,727 364,504

有価証券 8,638 －

商品及び製品 1,246,352 926,647

原材料及び貯蔵品 3,717 3,470

未収還付法人税等 － 243,355

繰延税金資産 98,706 11,285

外国為替等取引顧客区分管理信託 1,378,997 2,050,000

外国為替等取引差入担保金 169,027 556,976

外国為替等保証金取引評価勘定 5,543 75,117

その他 740,325 644,670

貸倒引当金 △6,516 △2,793

流動資産合計 10,800,226 7,817,622

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 278,346 1,315,797

減価償却累計額 △15,764 △41,176

建物及び構築物（純額） 262,582 1,274,620

車両運搬具 14,235 14,150

減価償却累計額 △3,114 △4,747

車両運搬具（純額） 11,121 9,403

工具、器具及び備品 76,311 79,941

減価償却累計額 △63,226 △63,745

工具、器具及び備品（純額） 13,085 16,196

土地 528,031 2,186,937

有形固定資産合計 814,821 3,487,158

無形固定資産

のれん 3,097 774

ソフトウエア 53,866 47,275

その他 2,645 92,241

無形固定資産合計 59,609 140,290

投資その他の資産

投資有価証券 575,700 269,201

長期貸付金 240,311 660,471

繰延税金資産 10,186 2,135

その他 97,391 119,625

投資その他の資産合計 923,589 1,051,434

固定資産合計 1,798,020 4,678,883
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産合計 12,598,247 12,496,506

負債の部

流動負債

買掛金 1,882,069 456,207

短期借入金 200,000 300,000

1年内償還予定の社債 66,800 33,000

1年内返済予定の長期借入金 153,196 248,059

未払金 213,432 176,060

未払法人税等 605,168 27,200

返品調整引当金 702 －

賞与引当金 － 9,252

外国為替等保証金取引預り保証金 1,190,133 1,841,471

その他 110,368 132,222

流動負債合計 4,421,871 3,223,473

固定負債

社債 33,000 －

長期借入金 455,138 2,014,539

繰延税金負債 88,850 98,183

その他 － 100,655

固定負債合計 576,988 2,213,377

負債合計 4,998,860 5,436,851

純資産の部

株主資本

資本金 2,090,287 2,090,287

資本剰余金 1,330,232 1,330,232

利益剰余金 4,826,066 4,415,972

自己株式 △618,521 △712,024

株主資本合計 7,628,065 7,124,468

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23,561 22,868

為替換算調整勘定 △96,293 △92,513

その他の包括利益累計額合計 △72,732 △69,644

少数株主持分 44,053 4,831

純資産合計 7,599,387 7,059,654

負債純資産合計 12,598,247 12,496,506
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高

商品及び製品売上高 9,763,446 7,519,130

金融収益 1,597,062 69,907

売上高合計 11,360,508 7,589,037

売上原価 8,242,090 6,557,838

売上総利益 3,118,417 1,031,199

返品調整引当金繰入額 638 －

返品調整引当金戻入額 285 702

差引売上総利益 3,118,064 1,031,902

販売費及び一般管理費

役員報酬 155,024 125,293

給料及び賞与 384,252 270,001

広告宣伝費 504,604 181,340

運賃 41,158 30,262

賞与引当金繰入額 14,078 9,252

貸倒引当金繰入額 15,819 －

業務委託費 220,697 125,110

研究開発費 1,727 5,608

その他 925,519 497,022

販売費及び一般管理費合計 2,262,883 1,243,890

営業利益又は営業損失（△） 855,181 △211,987

営業外収益

受取利息及び配当金 11,302 5,230

有価証券売却益 － 327

為替差益 － 397,785

還付加算金 11,609 －

貸倒引当金戻入額 － 3,741

その他 9,663 47,191

営業外収益合計 32,575 454,276

営業外費用

支払利息 11,139 15,179

為替差損 249,017 －

金利スワップ評価損 － 13,477

雑損失 2,358 16,988

営業外費用合計 262,514 45,645

経常利益 625,242 196,643
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 － 882

関係会社清算益 12,962 －

事業譲渡益
※１ 3,902,333 －

その他 1,362 －

特別利益合計 3,916,658 882

特別損失

固定資産除却損 12,485 1,550

投資有価証券評価損 44,182 13,037

投資有価証券売却損 1,848 －

減損損失 21,893 －

その他 17,430 2,571

特別損失合計 97,840 17,159

税金等調整前四半期純利益 4,444,060 180,367

法人税、住民税及び事業税 1,703,130 △2,124

法人税等調整額 265,257 104,856

法人税等合計 1,968,388 102,732

少数株主損益調整前四半期純利益 2,475,672 77,635

少数株主利益又は少数株主損失（△） 10,145 △6,547

四半期純利益 2,465,526 84,183
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,475,672 77,635

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,891 △693

繰延ヘッジ損益 32,300 －

為替換算調整勘定 190 3,780

その他の包括利益合計 44,382 3,087

四半期包括利益 2,520,054 80,722

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,509,908 87,270

少数株主に係る四半期包括利益 10,145 △6,547
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

※１　　事業譲渡益は、当社の連結子会社である株式会社外為ジャパンの国内ＦＸ事業及び同じく連結子

会社のプラネックスコンサルティング株式会社のＦＸシステム事業の譲渡によるものであります。

なお、事業譲渡益は、本件に係るアドバイザリー報酬等を控除して算定しており、その主な内訳

は株式会社経営戦略合同事務所に対するアドバイザリー報酬174,984千円であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

　該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん

の償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

減価償却費 128,328千円 45,313千円

のれんの償却額 54,681千円 2,323千円

負ののれんの償却額 △24,320千円 △21,924千円

　

(株主資本等関係)
　

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月28日
定時株主総会

普通株式 86,556 1,000 平成23年12月31日 平成24年３月29日 資本剰余金

平成24年８月10日
取締役会

普通株式 43,278 500 平成24年６月30日 平成24年９月３日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月26日
定時株主総会

普通株式 412,700 5,000 平成24年12月31日 平成25年３月27日 利益剰余金

平成25年７月31日
取締役会

普通株式 81,577 1,000 平成25年６月30日 平成25年９月３日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計情報通信・ネッ
トワーク関連製

品事業

店頭外国為替証
拠金取引等事業

自動車流通
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,723,157 2,224,161 2,413,190 11,360,508 - 11,360,508

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

58,265 1,000 22,666 81,931 37,603 119,535

計 6,781,422 2,225,161 2,435,856 11,442,440 37,603 11,480,043

セグメント利益又は損
失（△）

480,683 137,688 74,082 692,453 △1,806 690,646

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設計ソリューション事業、ＳＩ事

業を含んでおります。

２　セグメント別資産の著しい変動

　　株式会社外為ジャパン及びプラネックスコンサルティング株式会社の事業の一部を売却したことに伴い、店

頭外国為替証拠金取引等事業の資産が当第３四半期連結会計期間において40,215,705千円減少しておりま

す。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 692,453

「その他」の区分の損失（△） △1,806

セグメント間取引消去 △154

のれんの償却額 △30,361

報告セグメントに配分していない損益（注） 176,755

その他の調整額 18,294

四半期連結損益計算書の営業利益 855,181

(注) 主として持株会社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

店頭外国為替証拠金取引等事業において、ソフトウェアについて減損損失を計上しております。なお、

当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、21,893千円であります。

　

（のれんの金額の重要な変動）

店頭外国為替証拠金取引等事業において、平成24年３月に株式会社EMCOM CONSULTING（現 プラネック

スコンサルティング株式会社）の全株式を取得したことによりのれん284,441千円が増加しております。

また平成24年９月に株式会社外為ジャパン及びプラネックスコンサルティング株式会社の事業の一部を

譲渡したことに伴い、のれん265,990千円及び負ののれん22,574千円が減少しております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計情報通信・ネッ
トワーク関連製

品事業

店頭外国為替証
拠金取引等事業

自動車流通
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,735,251 69,907 3,686,788 7,491,946 97,090 7,589,037

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

27,000 - - 27,000 2,400 29,400

計 3,762,251 69,907 3,686,788 7,518,946 99,490 7,618,437

セグメント利益又は損
失（△）

81,978 △491,524 107,660 △301,885 58,338 △243,547

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業、設計ソリューション事業

を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △301,885

「その他」の区分の利益 58,338

セグメント間取引消去 39

のれんの償却額 △2,323

報告セグメントに配分していない損益（注） 33,859

その他の調整額 △16

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △211,987

(注) 主として当社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上

額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

が認められません。

　

(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度末(平成24年12月31日)　

通貨関連

                                                                                            (単位：千円)

　 種類 契約額等
契約額等のうち

１年超
時価 評価損益

市場取
引以外
の取引

外国為替証拠金取引 　 　 　 　

　買建 1,528,565 - 25,239 25,239

　売建 1,587,819 - △19,696 △19,696

カウンターパーティー
との取引

　 　 　 　

  買建 1,587,819 - 19,696 19,696

　売建 1,528,565 - △25,239 △25,239

為替予約取引 　 　 　 　

 買建 　 　 　 　

　米ドル 3,685,098 - 306,145 306,145

合計 - - 306,145 306,145

(注) １．時価の算定方法 外国為替等保証金取引及びカウンターパーティーとの取引の時価は期末の直物為替相場に

よって評価しており、為替予約取引については取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しており

ます。

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　

当第３四半期連結会計期間末(平成25年９月30日)　

企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前

連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

１．通貨関連

                                                                                            (単位：千円)

　 種類 契約額等
契約額等のうち

１年超
時価 評価損益
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市場取
引以外
の取引

外国為替証拠金取引 　 　 　 　

　買建 2,966,553 - 40,563 40,563

　売建 4,249,253 - 30,688 30,688

カウンターパーティー
との取引

　 　 　 　

  買建 5,867,293 - △27,852 △27,852

　売建 4,586,267 - △40,936 △40,936

為替予約取引 　 　 　 　

 買建 　 　 　 　

　米ドル 1,320,828 - 142,936 142,936

合計 - - 145,400 145,400

(注) 時価の算定方法 外国為替等保証金取引及びカウンターパーティーとの取引の時価は期末の直物為替相場に

よって評価しており、為替予約取引については取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しておりま

す。

　

２．金利関連

                                                                                            (単位：千円)

　 種類 契約額等
契約額等のうち

１年超
時価 評価損益

市場取
引以外
の取引

金利スワップ 　 　 　 　

固定金利受取/変動金
利支払

1,380,600 1,309,800 △13,447 △13,447

合計 - - △13,447 △13,447

(注) 時価の算定方法 取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 285円98銭 10円26銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 2,465,526 84,183

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 2,465,526 84,183

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,621,275 8,202,466

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成25年７月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株

とする単元株制度を採用しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

当社は平成25年７月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しておりま

す。

①配当金の総額　81,577千円

②１株当たりの配当額　1,000円

③基準日　平成25年６月30日

④効力発生日　平成25年９月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人 ナカチ

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   平　田　　　卓   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   吉　永　康　樹   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月13日

プラネックスホールディング株式会社

取締役会  御中

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプ
ラネックスホールディング株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四
半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年
１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半
期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラネックスホールディング株式会社及び
連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成
績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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